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年齢段階別にみた子どもの住空間認識の発達†

第2報 住空間の実態に対する認知

中 島 喜代子*

TheDevelopmentofChildren,sRecognitionofDwellingⅡouse

WhenComparedwithTheirAge(Part2)

Children,sRecognitionofStorageSpaceofHouseholdAnticles

inTheirHouseandTheirHomeEnvironment

Kiyoko NAWIMA

ThepurposeofthisstudyistograspthechLdren,srecognlt10nanddirectionalintentionofdwellinghouse

andhomelife,andtomakeitusefu1materialsfortheireducationofhousing･

Inthispaper,thechddren(primalschooIchndren･juniorhighschooIstudentsandseniorhighschooIstu-

dents)havebeeninquiredoftheirrecognitionofthestoragespaceofhouseholdarticlesintheirhouseandtheir

homeenvironment.

Thefollowingresultswereobtaind･

1)Chudren･srecognitionofthestoragespaceofhouseholdarticlesisinBuencedbythefrequencyofusing

them,theirsize,howtousethem,perSOnWhousethemandwhethertheyw山movethemornot･

2)G止s,recognitionofthestoragespaceofhouseholdarticlesintheirhouseisbetterthanboys'oneasre-

gardsmostthestragespaceofarticles･Andgirlscanunderst皿dstoragespaceincreaslnglyforthemost

partastheygrowolder･Butboys,understandingofitdecreaseforthemostpartaSgrOWOlder･

3)Chddrencanunderstandanythingabstracts,undanylivingspaceandparentS,lifeastheygrowolder･But

chddren,srecognitionoftheirhomeenvironmenthaslittletodowiththeirsex･

1.緒 看

本研究は､主に認知対象を住宅内部に限って､

子どもの成長とともに住空間や住生活に対する認

知が､どのように変化･発展するのかについて分

析し､今後の住教育に役立てることを目的として

いる｡

前報(第1報)において､子どもの住要求･住

評価判断の可否を検討し､さらにその判断内容の

●
傾向について母親の場合と比較分析することによ

り､住空間認知発達の状況をとらえた｡

引き続き､本報では､具体的な個々の生活用品

の置き場所や収納場所の実態に対して､子どもが

どの程度認知しているかをとらえ､さらに家庭環

境全体についての実態に対する認知の状況につい

ても明らかにすることにより､住空間や住生活の

実態に対する認知が､子どもの成長とともにどの

ように変化･発達するのかについて検討する｡

†原稿受理日 昭和62年10月15日

*三重大学教育学部
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2.方 法

昭和59年7月～9月にかけて､三重県伊勢市内

にある小･中･高校を対象に､間接配布留置式の

調査を実施し､小学5･6年生253件､中学2年

生176件､高校2年生226件の計655件の有効サン

プルを得た｡なお､調査対象の概要は､第1報の

通りである｡

3.調査結果および考察

1)生活用品の収納場所に対する子どもの認知

調査に用いた生活用品は､図1に示すようにa

～Sに分類した65品目である｡このうち､C←m､

qの生活用品については､その一般的な使用額度

を考慮して選択している｡

a､生活用品の種類別にみた収納場所および置き

場所に対する子どもの認知

各生活用品の品目ごとの収納場所(固定してい

る家具や電気製品については置き場所)に対する

認知を､｢全部知っている｣(認知)､｢一部知って

いる｣(部分認知)､｢知らない｣(非認知)の3カ

テゴリーに分類して調査した｡その割合を､図1

に示す｡また､同園にその生活用品を子ども自身

が出し入れする割合(固定している家具や電気製

品については使用率)を示す｡なお､所有してい

ない場合については除いている｡本研究では､住

宅における｢収納｣とは､｢住生活にかかわる総

ての生活用品の位置的､空間的秩序付け｣と定義

している｡そのため､むき出しに置かれている生

活用品等も､すべて収納されている状態ととらえ

ており､家具類等も含めて考えている｡

まず､固定している家具類や電気製品の置き場

所に対する認知率は､非常に高い｡また､これら

の生活用品については､一般に､置き場所に対す

る認知の割合が､それらを使用する割合よりもか

なり高くなっている｡

冷暖房用品の収納場所に村する認知率は､固定

使用する家具類の置き場所認知率より低い｡また､

調査期間が夏であったため､扇風機にくらべ､季

節外用品であるストーブの認知率は低い｡

自分の衣類の収納場所認知率については､使用

頻度の高い下着や普段着では高いが､使用頻度が

低い外出着や季節外衣類では低い｡一方､父親の

衣類は､全品目とも認知率が非常に低く､部分認

知率の割合が多くなっている｡しかし､その中で

も自分の衣類の場合と同様に使用頻度によって認

知率に差がある｡

衣生活用品の洗濯用品､アイロンがけ用品､裁

縫用品および掃除用品についても使用頻度によっ

て収納場所認知率に差がみられる｡また､食生活

用品類や健康管理用品についても同傾向がみられ

る｡

予備用品についても､補充周期の短い品目(テ

ィッシュペーパー､アルミホイル､石けん･シャ

ンプー)の収納場所認知率は高いが､補充周期の
長い品目(シーツ･ふとんカバー)の認知率は低い｡

行事用品の収納場所認知率は非常に低く約4割

程度であり､全品目分類中もっとも認知されにく

いものであるといえる(ただし､子どもとの関連

が強いひな人形では高い)｡

客用品の収納場所認知率では､食器類､寝具類

とも同程度の割合であるが､客用ゆのみ茶わんは､

家族用食器類よりも低い傾向を示す｡

事務用品の収納場所認知率では､子どもが使用

する機会が多い小型電卓は朱肉よりも高い｡環境

整備補修用品は､全品目ともほぼ同程度の認知率

となっている｡

以上のように､生活用品の収納場所に対する子

どもの認知は､生活用品の使用頻度､生活用品の

使用者､生活用品の使用方法(固定･移動)に

よって違いがみられる｡また､子どもが出し入れ

する率が高い生活用品ほど収納場所認知率も高い｡

しかし､父親の衣類や客用品などは､出し入れ率

は非常に低いが認知率はこれよりかなり高く､出

し入れ率と認知率に差がある｡

b､子どもの年齢段階別､男女別にみた生活用品

の収納場所および置き場所に対する認知

子どもの年齢段階別男女別に､各生活用品の収

納場所および置き場所に対する｢認知率(全部

知っている割合)｣を図2-1と図2-2に示し､

同図中に男子､女子､男女全体別に､年齢段階と

認知段階(｢認知｣｢部分認知｣｢非認知｣)との順

位相関係数の有意性と㌔検定の有意差について

示す｡また､図3-1と図3-2には､年齢段階別

男女別の各生活用品についての出し入れ率と使用

率を示し､検定についても同様に示す｡なお､収

納場所認知率や出し入れ率等は､性別による差異

が大きいので､男女別に分析を加える｡

図3-1に示すように､家具や固定している電

気製品の使用率は､女子の場合学年とともに増加

する傾向がみられる｡しかし､男子では高校生で
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図2-2.年齢段階別,男女別収納場所認知率

使用率が低下する傾向が多くみられ､高校生段階

で性別による有意差がある｡一方､置き場所認知

については､各品目とも学年とともに認知率が上

昇する傾向があり､男女差は大きくない｡すなわ

ち､家具や電気製品など一年中固定使用される生

活用品については､使用しなくても置き場所を認

知している割合が高い傾向が､特に男子に顕著に

みられる(図2-1､図3-1)｡

自分の衣類については､出し入れ率､収納場所

認知率ともに男女差は大きくない｡また､収納場

所認知では､使用頻度の低い衣類において､男女

ともに年齢が上昇するに従って認知率の上昇がみ

られる(図2-1､図3-1)｡

父親の衣類については､その出し入れ率は男女

とも学年の上昇にしたがって低下しており､出し

入れ率自体もかなり低い値を示している｡一方､

収納場所認知については､女子の場合は学年の上

昇による低下率が小さいのに対し､男子では高校

生段階での低下率が大きく､他家族貞の衣生活に

対する関心や理解は非常に薄れるといえよう(図
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図3-2.年齢段階別,男女別生活用品の出し入れ率と使用率(続き)

2-1､図3-1)｡

洗濯､アイロンがけ､裁縫等の被服管理用品に

ついては､その出し入れ率は､男子の場合､中学

生もしくは高校生段階で低下する傾向がみられる

(自分で使用する割合が高くなると考えられるズ

ボンプレッサーは例外)｡しかし､女子では､多

くの生活用品において学年が進むとともに出し入

れ率が上昇しており､男女間に有意差がみられる｡

一方､収納場所に対する認知については､女子で

は中学生もしくは高校生段階で上昇する傾向が一

般的であり､年齢が進むとともに関心が高まると

考えられる｡しかし､男子では､中学生で上昇し

高校生で再度低下するパターンとなっており､高

校生段階では衣生活の管理に対する家事を行わな

くなるだけでなく関心や理解も非常に低下すると

いえよう(図2-1､図3-1)｡

掃除等の住生活用品については､その出し入れ

率は電気掃除機を除いて男女差は大きくない｡し

かし､収納場所認知率では､女子の場合､中学生

から認知率が上昇するのに対し､男子では各品目

とも高校生段階でもっとも低く､男女差も広がる

傾向がみられる｡すなわち､住生活に関する家事
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についても男子では高校生段階で関心や理解が低

下するといえる(図2-1､図3-1)｡

食器､調理用品､保存食品､調理用電気製品等

の食生活用品については､その出し入れ率は､男

子の場合､中学生もしくは高校生段階から低下し

ている｡しかし､女子の場合調理に関する多くの

品目において､高校生段階で上昇しており､男女

差は大きい｡一方､収納場所に対する認知率では､

女子の場合調理に関するほとんどの品目は中学生

段階から上昇し､さらに高校生段階でも上昇して

いるが､男子の場合､食器や調理用品のほとんど

は､中学生で上昇し､高校生で低下するパターン

となっている｡すなわち､食生活の家事である調

理についても､男子では高校生段階で関心が低下

するといえる(図2-1､2-2､図3-1､3-

2)｡

客用品では､その出し入れ率は男女とも学年上

昇による低下傾向がみられる｡一方､収納場所に

対する認知率は､男子では中学生で上昇し､高校

生で再度低下しているが､女子の場合学年による

差は大きくない｡すなわち､男子では､接客に対

する関心も高校生段階で低下するといえる(図2

-2､図3-2)｡
予備用品についてみると､その出し入れ率は､

自分で個人的に使用すると考えられる品目につい

ては､男女とも学年による上昇がみられるが､家

事に用いる品目では男子においては低下しており､

電球･蛍光灯は女子において学年とともに低下し

ている｡一方､収納場所に対する認知率をみると､

学年とともに上昇する品目は一部に限られており､

女子では電球･蛍光灯については逆に低下してい

る｡しかし､予備用品については､全体的に女子

の認知率の方がかなり高く､男女間の有意差も多

くみられる(図2-2､図3-2)｡

行事用品については､その出し入れ率は､男女

とも学年による低下傾向がみられ､ひな人形を除

き男女差はみられない｡一方､収納場所に対する

認知率では､女子の場合学年による差は大きくな

く､高校生では出し入れ率よりも認知率の方がか

なり高くなっている｡しかし､男子では各品目と

もに､高校生段階でもっとも認知率が低くなって

おり､行事に対する関心も低くなるといえる(図

2-2､図3-2)｡

健康管理用品については､その出し入れ率の男

女差は大きくない｡収納場所に対する認知では､

使用頻度の高い品目については､男女とも学年に

よる上昇傾向がみられる(図2-2､図3-2)｡

環境整備補修用品では､まずその出し入れ率を

みると､かなづちについては､女子の場合学年の

上昇とともに低下し､男子では上昇するため､高

校生段階で男女間に有意差がみられる｡電気蚊取

りもこれとよく似た傾向を示しているが､その他

の品目では男女差および学年差はほとんどみられ

ない｡一方､収納場所に対する認知でも､かなづ

ちについて､女子の場合は高校生段階で認知率の

低下がみられ､男女間に有意差が認められる(図

2-2､図3-2)｡

事務用品では､その出し入れ率には学年差がな

く､男女差も大きくない｡一方､収納場所に対す

る認知では､男女とも中学生で認知率の上昇がみ

られるが､男子では高校生段階で低下している

(図2-2､図3-2)｡

以上のように､家事用品類と大工道具等で､出

し入れ率および収納場所認知率に男女差がみられ､

両者に関連が認められた｡しかし､男子の場合､

中学生で出し入れ率が上昇する家事用品は､掃除

用品と調理用電気製品を除いてみられなかったに

もかかわらず､収納場所認知率は､中学生段階に

おいて､ほとんどの品目が大きく上昇しており､

家事に対する関心あるいは理解は高まると考えら

れるが､高校生段階ではほとんどの品目について

急減しており､家事全般について､家事を実際に

行うことが減少する以上に､興味･関心が非常に

薄れることが明確になった｡女子の場合は､家事

用品全般についての関心や理解が､年齢とともに

深まるだけでなく､学年とともに出し入れ率が減

少する他家族員の持ちものや客用品､行事用品に

ついても､収納場所認知率はほとんど低下せず､

逆に上昇する品目もみられるなど､生活用品全般

の認知は､年齢とともに上昇するといえよう｡

2)家庭環境に対する子どもの認知

前項では､個々の生活用品に即して､住空間や

住生活の実態についての認知をとらえたが､本項

では全体的な住空間や住生活の実態に対する子ど

もの認知について検討する｡

表1に示す18項目の家庭環境について､調査対

象者の家庭が該当するかどうかについて調査した｡

<あてはまる><あてはまらない><わからな

い>のカテゴリーのうち､<あてはまる>もしく

は<あてはまらない>と答えた者を､実態認知可

能なものとし､<わからない>と答えたものを認
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表1.家庭環境項目の分類と認知率(全対象)

家 庭 環 境 の 項 目 対象の区分 認知の対象
認知率
%(順位)

1.居間や寝室よりも客間の方がりっばである｡<客間豪華> 空間の実態

ク

ク

′ケ

ク

空間の使い方

ク

ク

ク

生活の実態

ク

〃

ク

ケ

ク

両親の考え方

〃

ク

客間 68.2(17)

2.つづき部屋(しょうじやふすまをはずすと2つの部屋が
1つになる)がある｡<つづき間あり>

つづき間

不使用室

92.4(1)

91.6(2)3.何も使わない部屋がたくさんある｡<不使用室多い>

4.装飾品や家具などが多い｡<装飾品･家具多い>
生活用品 73.4(12)

5.家の中がきちんと整理されている｡
<家の中が整理されている>

住宅全体

住宅全体

72.5(13)

91.4(3)
6.どの部屋でも自由に出入りできる｡<部屋出入り自由>

7.両親はよく｢男は台所に入るべきではない｣と言っている○
台所

居間

両親室

両親の生活

行事･儀式

入浴･食事

家族コミュニ
ケーション

90.9(4)

71.9(14)

90.6(5)

79.0(8)

64.2(18)

87.4(6)

75.7(10)

76.6(9)

79.9(7)

69.5(15)

69却)】

<男台所不可入>

8.お客さんを居間に通して家族みんなでもてなす｡
<居間接客>

9.両親のヘヤにかってに入るとおこられる｡
<両親寝室子不可人>

10.両親が仕事や趣味を持っていて熱心である｡
<両親仕簿熱心>

11.冠婚葬祭(祭や葬式など)をはでに行なう｡
<冠婚葬祭盛大>

12.お風呂に入る順番や食事の盛り付け順がはっきり決まっ

ている｡<入浴･盛り付け順決まっている>

13.大事なことは家族で話し合って決める｡
<家族で話しあう>

14.両親が地域の活動やPTAによく参加する｡ 両親の生活

生活用品購入

家･土地の相続

家相･占い

<両親地域活動参加>

15,新しい電気製品や道具が発売されるとよく買う｡
<新製品購入>

16.両親が子供に,家や土地を受けつぐように言っている｡
<家･土地の相続>

17.家相や占いを信じる家である｡<家相･占いを信じる家>

18.両親は､家はねることができればよいと考えている｡ 住宅の機能 73.9(11)

<家はねぐら>

< >内は,省略項目名 ()内の数字は,認知率の順位

〈 〉内は∬2検定による有意差､()内は順位相関係数のイほ性

**は危険率1%､*は危険率5%水準で有意を′示す
項‖名のFグ)記号は､･､芦年別検定､サ牛の卜の.記号は男女別検定を′示す

図4.年齢段階別,男女別家庭環境の実態認知率
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知できないものとした｡各項目についての調査対

象者全体の認知率を表1に示し､学年別･男女別

の認知率については､図4に示す｡

まず､対象全体の認知率をみると､認知率は

92.4%～64.2%の間を示している｡この中で､認

知率の高い項目は､<空間の実態>や<空間の使

い方>のうち､自分との関連が比較的強い空間や

限定された空間に多く､認知率の低い項目は､

<両親の考え方>にみられる抽象概念や､客間や

冠婚葬祭､接客などの非日常的空間や非日常的生

活に多くみられる｡

次に､学年別の傾向をみると､抽象概念や非日

常的空間や生活および両親の生活等については､

子どもの成長に従って認知率が上昇する傾向が認

められる｡しかし､そのほとんどは､高校生段階

において認知率の上昇がみられるものである｡ま

た､中学生段階で認知率が低下する項目が約半数

みられるが､これは前報においてもとらえたよう

に､現実の判断に対し､より深く慎重に考えるよ

うになるためと考えられる｡

男女別の傾向をみると､中学生段階あるいは高

校生段階で､女子の認知率の方が高い項目がやや

みられるが､全体的に男女差は大きくない｡

4.結 語

生活用品の収納場所および家庭環境の実態に対

する子どもの認知の状況をとらえるため､小･

中･高校生にアンケート調査を実施し､年齢段階

別､男女別に分析した結果､以下の知見を得た｡

1)生活用品の収納場所に対する子どもの認知は､

生活用品の種類によって異なっており､使用頻度､

モノの大きさ､使用方法(固定･移動)､生活用

品の使用者(本人専用品､他家族専用品､客用品､

家族共用品)の差異およびそのモノの出し入れを

子ども自身が行うかどうかによって､違いが認め

られた｡

2)生活用品の形態が大きく､固定使用する家具

や電気製品および本人の衣類等は､男女とも年齢

の上昇とともに収納場所に対する認知率も上昇す

る｡

3)子どもの年齢段階と収納場所認知との関連を

男女別に検討した結果､生活用品の出し入れ率と

収納場所認知率との間に関連がみられ､女子では

年齢上昇とともに､ほとんどすべての生活用品の

収納場所認知が進んでいるが､大工仕事や電球の

交換等主に男子が行うことの多い生活用品につい

ては低下することが認められた｡男子では､年齢

とともに認知が上昇するのは､自分の衣類や家具､

電気製品､個人的に使用する生活用品等に限定さ

れており､その他のほとんどの生活用品では､高

校生段階で認知率の低下がみられた｡すなわち､

女子では年齢上昇とともに家庭内の仕事に従事す

ることが多くなり､住空間や住生活に対する理解

も上昇するが､男子では家庭内の仕事に従事する

ことが少なくなるとともに､興味･関心が薄れ､

理解が低下していることが明らかになった｡

4)家庭環境の実態に対する子どもの認知は､抽

象概念および非日常的空間や生活については低く､

子どもの成長とともに認知率は上昇することが認

められた｡また､個別的､具体的生活用品の側面

からみると､男女による認知の差異が大きくみら

れたが､住空間や生活全体としての認知について

は､男女差は大きくみられなかった｡

5)前報においても､台所空間や家事労働に関す

る側面に村する関心は女子の方に高い傾向をみた

が､個別の生ぜ舌用品の収納場所に対する認知とい

う形でとらえることにより､このことがより明確

に把握されたといえよう｡
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